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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2026年 4月 10日（金）Ｎo.26 

例 会 第１６３１回 通常例会/小杉苑  

ソング：君が代、奉仕の理想 ソングリーダー：鈴木照竟君 

■ 会 長 挨 拶           鈴木寿幸君 

皆さんこんにちは、本日も藤枝南ロータリーク

ラブの例会にご出席いただきありがとうござい

ます。4月になり藤枝市内には、ピカピカの新小・

中学学生や、できたての社会人を目にすることが

多くなりました。 

新社会人は、斬新な発想やアイデアを持った方

が、数多くおりますので、新社会人と地域社会や

ロータリーの現状認識、これからの目指す姿につ

いてお話ができることを、とてもとても楽しみに

しております。 

ロータリーにも新たに 22 名の米山奨学生が誕生

しました。 

4 月 5 日（日）に開催されました「新・米山奨

研修会 学生対面式」について報告させていただ

きます。研修会での詳細は、次年度・当クラブの

米山記念奨学生クラブカウンセラーの秋谷貴也

さんから、当クラブの新たな米山奨学生の「スウ

ェイ」さんの紹介と最新の米山奨学生の情報提供

をお願いしておりますので、よろしくお願いいた

します。 

また、本日は、4 月理事会がありましたので 4

月のスケジュール等について、お話させていただ

きます。 

明日、4月 11日（土）には、 年間スケジュー

ルにも記載されておりますが 

「掛川ロータリークラブ創立 50 周年記念例会」

が予定されております。 

掛川グランドホテルにて、記念式典を午後 3時か

ら 記念講演は、二宮尊徳 7代目子孫の中桐万里

子氏 祝賀会は午後 8時までのご招待がありまし

たので 加藤幹事と参加させていただきます。 

次週の 17日（金）第 1632回例会は、杉本ガバ

ナー補佐の第 5回目の訪問となります。 

4月 24日（金）に計画いたしました「新・陶芸

センター」への移動例会は、桑原次年度会長・杉

浦幹事のご厚意により、 次年度にはなりますが、

9月 26日に計画させていただきましたので、24日

（金）は、休会となります。 

第 1633 回の例会は、4 月 26 日（日）に静岡市

のツインメッセ静岡で開催されるクラブリーダ

ーシップ・ラーニング・セミナー（地区研修・協

議会）となりますので、月末のお忙しい中ですが、

当クラブが開催担当クラブとなりますので、みな

さまのご協力よろしくお願いいたします。 

最後に本日の例会が、ご出席の皆様の新たな発

見や気づきの例会になることを願っております。

本日もどうぞよろしくお願いいたします。 
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■ 出 席 報 告           笠原大輔君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

44／49 89.79％ 43／49 87.75％ 

 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

〇川口君○小嶋君 伊藤彰君 鷺坂君 増田君 

(１)メークアップ者 

パーフェクト例会数：                                                       

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

■ スマイル B O X        笠原大輔君 

・誕生日プレゼントありがとうございました。 

 古希になりました。又、3/22 PELSに参加して 

手伝っていただいた会員の皆様 ありがとうご 

ざいました。第 2関門を通過しました。地区 

協もお願いします。      若林秀典君 

・誕生日プレゼントありがとうございます。 

 明日、62回目の誕生日を迎えます。今後とも 

 宜しくお願い致します。    渡邊博文君 

・お祝いありがとうございます。 鈴木照竟君 

・妻の誕生日プレゼント有難う  朝比奈絜君 

・結婚記念日のプレゼントありがとうございま 

した。            山田幸保君 

・結婚記念プレゼントありがとうございます。 

 これからも仲良く過ごしたいです。 

                竹田敏和君 

・結婚記念日ありがとうございます。 

                数野晴紀君 

スマイル累計額 ７０６，６０２円 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ P E L S 報 告                     

早川清人君 

 

 

 

 

 

 

 

 

桑原茂君 

会場の小杉苑に着くと藤枝南ロータリーの多く

のメンバーがすでに各所にスタンバっていまし

た。受付には松浦副実行委員長の姿もありました

し、駐車場係、会場係、案内係と皆さんが一生懸

命に取り組んでる姿は本当に心強かったです。 

１０時の定刻になるとオープニングムービーか

ら稲葉ガバナーの開会の点鐘により本会議 1が始

まりました。ソングリーダーの小池吉徳君も姿勢

よく雰囲気をもって頑張っていました。 

ソングの後は、われらがＰＥＬＳ実行委員長の早

川さんが本当にそつなく無難にばっちりと歓迎

の言葉を述べてくださいました。 

そしてＰＥＬＳの本会議の司会は、もちろんわれ

らの次期地区幹事である竹田さん、渋い低音ボイ

スで歯切れよく司会進行を務めてくださいまし

た。 

まずは稲葉ガバナーからご挨拶をいただきまし

た。 

そして小泉次期地区ラーニング委員会委員長か

らご挨拶をいただきました。 

その後、いよいよわれらのガバナーエレクト若林

さんがＲＩの話題、方向性、地区の方針、計画等

の説明をしてくれました。 

少しずつではありますが、私自身も会長エレクト

から会長へと気持ちもシフトしてきました。 

今月末のクラブリーダーシップラーニングセミ

ナーに向けて気が引き締まる思いであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

50 47 3 22 
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■ 米 山 記 念 奨 学 生             

 

 

 

 

 

 

 

 

フィオ ティリ スウェイさん 

 

クラブカウンセラー 

秋谷貴也君 

米山記念奨学生カウ

ンセラーからのお知

らせです。 

今回の例会からスウ

ェイさんが奨学生と

してこの藤枝南ロータリーに来て頂きました。 

出身はミャンマーで静岡県立大学国際関係学部

３年生です。藤枝南ロータリークラブでは２年間

の受け入れが決定されております。 

今月４月５日の対面式でカウンセラーオリエン

テーションが行われました。 

その際に懸念されていた事はハラスメントです

が、昨年も我々は晨晨さんを受け入れており、藤

枝南ロータリーメンバーは常識の範囲で接する

ことが出来るという実績も有りますので割愛し

ます。ただ一点、スウェイさんの写真撮影は原則

として事務局カメラとカウンセラー携帯のみと

させて頂きます。 

それより私が皆様にお願いしたいことは、積極的

にスウェイさんと交流を図り彼女の成長を見守

ると共に彼女自身がロータリーに参加して良か

ったな、この縁を大切にして将来ミャンマーと日

本の懸け橋になりたいと思ってもらえることの

方が大切だと考えます。 

実際に晨晨さんは奨学生を卒業しましたが、今年

から学友会に参加して引き続きロータリーの活

動を継続してくれるそうです。 

藤枝南ロータリーのメンバーが彼女をそうさせ

たと確信しております。スウェイさんにも 

同じ様な気持ちを持って貰いたいと考えます。 

２年間と言う長いようで短い期間ですが、皆様の

娘や孫のようにかわいがってください。ご協力よ

ろしくお願い致します。 

例会プログラム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今週の一言         中山恵喜君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

4/17(金) 

第 1632回 
ガバナー補佐訪問 小杉苑 

4/26（日） 

第 1633回 

クラブリーダーシップ

ラーニングセミナー 
ツインメッセ 

5/15(金) 

第 1634 回 
会員卓話 理事会 

5/23(土) 

第 1635 回 
親睦旅行 福岡 
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（担当/秋谷貴也君） 

おめでとうございます！ 
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山本 空ハンガリー交換留学２月レポート(２０２６’４’６) 

 

こんにちは。ハンガリーに来て 8 か月が経とうとしています。ハンガリーでの残りの期間もわずかに

なってしまいました。この一か月であったことを紹介します。 

3 月 7 日には、ホストファミリーの一番上の息子が結婚するということで、家族で食事をしました。

二人はロータリーのプログラムで出会ったらしく、ロータリーのコーディネーターである父親はとても

複雑な気持ちだったそうです。 

3 月 12 日には、スロバキアにいる留学生がブダペストを訪れ、一緒に観光をしました。まずバジリカ

を訪れました。内装はとても美しく、キリスト教の雰囲気を強く感じました。次にシナゴーグに行きま

した。バジリカとはまた違った雰囲気があり、男性は頭を見せてはいけないらしく、帽子のようなもの

を被りました。ユダヤ教の歴史的背景を学ぶことができ、貴重な経験となりました。 

その後は夕食を一緒に食べ、解散しました。彼らはとても優しくオープンな雰囲気でした。ハンガリ

ーの留学生と比べると、より自由な感じがしました。これは仕方のない部分もあると思いますが、ハン

ガリーとスロバキアの留学生は、それぞれ自国同士のグループでいることが多いです。言語や文化の違

いはとても大きいものだと感じています。それと比べて、自分は日本人と話すことが少なく、日本人以

外と話せる機会をより大事にしています。 

3 月 13 日から 15 日には、Diósjenőという場所でロータリーの活動がありました。金曜日には、みん

なでラテン音楽に合わせてダンスをしました。今までとは違う系統の活動だったので、新鮮で楽しかっ

たです。土曜日には城跡に行きました。景色がとてもよく、リラックスできる時間でした。イースター

が近づいているため、みんなで卵のペイントもしました。 

ハンガリーではキリスト教信者が多いため、イースターを祝います。本来のハンガリーでは、女性が

卵を塗り、男性がポエムなどの手紙を書き、水や香水を女性にかけるという文化があるそうです。しか

し最近では、このような伝統を実際に行う人は少なくなっているそうです。 

3 月 15 日はハンガリーの革命記念日でした。ブダペストでは政治的な行進がありました。今年の 4 月

には選挙もあるため、より一層過激な行進でした。また、この日には多くの人がハンガリーのバッジを

服につけます。この日はハンガリーにとってとても大きな祝日で、この革命は国にとって大きな意味を

持っています。 

3 月 28 日には、ハンガリー対スロベニアのサッカー親善試合をホストファミリーと見に行きました。

VIP チケットをもらったため、とても豪華な席で観戦することができました。終始興奮が止まりません

でした。食べ放題・飲み放題で、とても楽しい時間でした。試合も見事勝利を収めることができて良か

ったです。ソボスライ選手がとてもかっこよかったです。 

29 日には、ハンガリーの大学にある日本庭園に留学生たちと花見に行きました。その日はあいにくの

雨でしたが、とても良い時間でした。日本の剣を使ったパフォーマンスや日本語に触れられるブースも

あり、日本を感じることができて楽しかったです。その後は自然博物館にも行きました。 

30 日には、学校で英語のスピーキングの模擬試験を受け、B2 に合格することができました。英語の

学習は引き続き続けていきたいと思います。 

もう少しでホストファミリーを変えます。それが最後のホストファミリーになります。今のホストフ

ァミリーとは良い関係が築けていると思います。特にホストファザーとはとても良い関係を築くことが

できたと感じています。 

 


